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　ふれあいタクシーは、買い物や通院などを支える「地域
移動の手段」として、多くの町民に利用いただいています。
一方で、「名前は知っているけれど使い方がわからない」「タ
クシーとどう違うの ?」という声も少なくありません。
　今回は、ふれあいタクシーの「役割」と「使い方」を、
あらためて紹介します。

ふれあいタクシーは、一般のタクシーとは違い、病院やスーパーなど、生活の拠点や路線バスなどの幹
線交通へつなぐ町内移動を原則とした「乗合交通」です。

ふれあいタクシーを利用する
には、事前登録が必要です。

予約専用ダイヤルへ電話
利用の 30分前までに予約

指定の場所で乗車
降車時に支払い

路線バス

広川町役場３階企画課の窓口または
電話で申し込みできます。
※広川町に住んでいる人は、誰でも登録可

※8時便は 7:40 までに予約

「ふれあいタクシー」は運行開始から13年目を迎えました！

ふれあいタクシーの役割を知ろう

ふれあいタクシーの使い方　～かんたん３ステップ～

ふれあいタクシー予約専用番号    ☎0943-32-5489

　決まった時間・エリアの中
で、ほかの人と一緒に乗り合
いで利用します。
　「貸し切りタクシー」ではな
く、順番にそれぞれの目的地
に立ち寄りながら運行します。

「乗り合う交通」
です

　ふれあいタクシーで、堀川
バス（久留米立花線）や西鉄
バス（国道３号）の町内のバ
ス停まで行きます。
　ここで路線バスに乗り継ぐ
ことで、より遠くへも出かけ
ることができます。

「路線バス」へ
つなぎます

　乗る場所、降りる場所は自
由です。自宅の前からでも、
町内のどこからでも乗ること
ができ、行きたい場所（町内）
で降りられます。

「交通の空白」
を埋めます

❶登録する

 ㈪～㈮ 8:00 ～ 17:00（1時間に 1便）
※㈯㈰㈷、12/29～ 1/3 は運休

❷予約する ❸乗車・支払い

登録方法

運行日時

料金（片道・1人あたり）

問広川町役場企画課企画係　☎0943-32-1196

※���一部の町外目的地には出かけら
れます。
■久留米市：ゆのそ献上の湯
■八 女 市：�公立八女総合病院�

堀川バス八女営業所
八女リハビリ病院

受付時間
7:30 ～ 16:30

行き先 片道料金
広川町内（どこでも）
ゆのそ献上の湯 /八女リハビリ病院 200円
八女公立総合病院�
堀川バス八女営業所 400円
小学生 100円
未就学児（保護者の同伴が必要） 無 料

１
ポイ
ント

2
ポイ
ント

3
ポイ
ント

※�ふれあいタクシーは国土交通大臣の�
許可を受けて運行しています。
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る
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を
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レ
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形
式
で

紹
介
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ー
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広
川
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役
場
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商
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光
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精
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広
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里
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絣
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里
へ

　
沖
縄
県
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る
ち
ょ
う

風
原
町
で
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れ
育
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た
比

嘉
さ
ん
は
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7
年
前
の
大
学
進
学
で
福
岡

へ
。「
琉
球
絣
」
の
産
地
で
あ
る
故
郷
か

ら
広
川
町
へ
の
移
住
に
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偶
然
か
必
然

か
、
絣
の
里
か
ら
絣
の
里
へ
移
住
し
た
こ

と
に
何
か
の
縁
を
感
じ
ま
す
」
と
語
り
ま

す
。
教
員
か
役
場
職
員
を
夢
見
て
、
大
学

で
数
学
の
教
員
免
許
を
取
得
。
広
川
町
と

の
出
会
い
は
大
学
在
学
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
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た
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活
動
を
通
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て
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り
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比嘉聡太さん
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工
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光
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目
に
な
り
ま
す
が
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初
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か
ら
地
域
の

人
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関
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り
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顔
や
名
前
、
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川
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方
言
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と
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精
一
杯
だ
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た
と
振
り

返
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す
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て
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。
今
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ボ
ラ
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テ
ィ
ア
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じ
、
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縄
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葉
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ふるさと

再発見
広川町郷土史研究会

広川町にある巨樹・珍樹　その 25

シ
ラ
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（
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ナ
科
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「
カ
シ
（
樫
）」
と
総
称
し
て
も
、

葉
の
形
や
ド
ン
グ
リ
の
形
状
な
ど

か
ら
、
い
く
つ
か
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

　
内
田
区
の
諸
藤
公
園
内
に
は
、

シ
ラ
カ
シ
が
2
本
並
ん
で
い
ま
す
。

1
本
は
幹
の
中
段
で
主
幹
が
切
ら

れ
て
お
り
、
元
の
法
量
は
不
明
で

す
が
、
も
う
1
本
の
法
量
は
、

　
幹
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2
・
4
メ
ー
ト
ル

　
樹
高
　
　
　
約
15
メ
ー
ト
ル

　
推
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齢
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1
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を
測
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ま
す
。

　
シ
ラ
カ
シ
の
ド
ン
グ
リ
は

卵
型
で
、
柱
頭
が
3
方
に
開

い
て
い
ま
す
。
春
に
開
花
し

て
受
粉
し
、
秋
に
は
成
熟
す
る

1
年
生
樹
木
で
す
。
樹
齢
を
約

1
0
0
年
と
推
定
す
る
根
拠

は
、
こ
の
場
所
に
は
大
正
時
代

の
中
ご
ろ
か
ら
、
諸も

ろ
ふ
じ藤
甚じ
ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎

経
営
の
諸
藤
酒
造
場
が
あ
っ
た

た
め
で
す
。

　
昭
和
3
年
（
1
9
2
8
年
）

11
月
の
昭
和
天
皇
御
大
典
に
際

し
て
、
当
時
の
上
広
川
村
水
原

の
田た

ん
ぼ圃
が
主す

き基
祭さ
い

田で
ん

の
候
補
地

に
選
ば
れ
た
も
の
の
、
最
終
的

な
決
定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
大だ

い
じ
ょ
う
ぐ
う

嘗
宮

御ご
ぞ
う
え
い

造
営
藁わ

ら

を
献
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
慶
事
を
記
念
し
て
、
諸
藤
酒

造
場
で
は
「
主す

き基
瑞み
ず
ほ穂
」
と
い
う

銘
柄
の
清
酒
を
造
り
ま
し
た
。
諸

藤
公
園
の
一
隅
に
は
、
そ
の
か
め

樽
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
該

樹
も
、
諸
藤
酒
造
場
に
伴
う
屋
敷

に
あ
っ
た
樹
木
の
一
部
が
残
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
諸
藤
酒
造
場
は
、
戦
後
ほ
ど
な

く
営
業
を
停
止
し
、
昭
和
62
年

（
1
9
8
7
年
）
10
月
、
子
孫
か

ら
そ
の
跡
地
を
広
川
町
へ
寄
贈
さ

れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

現
在
の
諸
藤
公
園
の
来
歴
で
す
。

　
カ
シ
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
樹
木
で

す
が
、
貫
禄
が
あ
っ
て
見
栄
え
の

す
る
木
は
な
か
な
か
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
前
述
し
た
来
歴
と
と
も
に
、

で
き
る
こ
と
な
ら
保
存
樹
と
し
て
、

守
り
残
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

※�

諸
藤
酒
造
場
の
詳
細
は
、
広
川

町
立
図
書
館
に
あ
る
『
広
川
町

史
（
資
料
編
）』
の
、
ふ
る
さ

と
の
碑
（
４
９
８
ペ
ー
ジ
、
諸

藤
公
園
由
来
碑
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▲��諸藤公園のシラカシ（内田区）
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